
大阪樟蔭女子大学 カリキュラムポリシー 

【学芸学部】 

学芸学部の教育目的を達成するために、以下のカリキュラム編成を行う。 

本学部では、人間生活の基盤を構成する言語・文化・心理・生活環境に関する専門知識を体系的に学べるように学

科専攻科目を設置する。また、学科専攻科目を支える幅広い教養を身につけられるように、すべての学生が履修す

る全学共通カリキュラムとして、学士課程基幹教育科目を設置する。さらに、学際的な視点を養うことを目的として、

専攻分野の枠を超え広く関心のある科目を履修できるように、他学科履修の仕組みを置く。 

 また、教職等の諸資格の取得に必要な科目を設置する。 

 

●国文学科 

国文学科の教育目的を達成するために以下のカリキュラム編成を行なう。 

本学科では、日本語・日本文化について幅広く学び、多彩な表現力を身につけるために、「国語・国文学」「書道」「創

作表現」「キャラクター文芸」の 4 コースについて、多様な科目を設置する。 

1 年次においては、基礎科目の履修により、この分野の基礎的な知識を身につける。 

2･3 年次においては、基幹科目の履修により、この分野を深く理解し、学問的にアプローチする方法を学ぶ。 

3・4 年次においては、発展科目の履修により、独自の問題意識を持ってこの分野における問題を探求し、日本語・日

本文化を世界に発信することをめざす。さらに、卒業論文・制作においては、日本語・日本文化の担い手としての総合

的な力を養成する。 

 なお、正確で実践的な「読み」「書く」技能の修得のため、各分野に少人数による演習科目を設置する。 

 また、国語および書道の教員免許に関する科目を設置する。 

●国際英語学科 

国際英語学科の教育課程においては、厳格な成績評価を行ない、所定の単位を修め、次の能力を備えた学生に卒

業を認定し、学位を授与する。 

国際英語学科の教育目的を達成するために以下のカリキュラム編成を行う。 

 

 高度で実践的な英語運用能力を身につけるために、ヨーロッパ言語共通参照枠（Common European Framework of 

Reference for Languages：学習者の言語能力をはかるヨーロッパ共通の枠組み）に準拠した、実践的でバランスのと

れた本学独自の英語スキル科目群を設置する。これらの科目群はネイティブ教員を中心とした少人数クラスで行う。

そのうちのいくつかの授業は、英語の実践的能力を測定する各種検定試験に配慮した内容を含める。 

 多文化社会に適応できる、広い視野と豊かな教養をもった人材を育成するため、学科専攻科目を二つのコース（グ

ローバルコミュニケーションコース・言語教育実践コース）に分けて開設する。前者では、英語力を活かして幅広く社会

で活躍するために必要な実践的科目群を配置し、後者では言語教育の専門家になるのに必要な科目群を配置する。

さらに英語圏の大学への中期留学制度によって、英語コミュニケーション能力を確実に身につけると同時に、異文化

への理解を深める。 

 言語運用のベースとなる教養として、世界の歴史・文化、異文化理解などを学ぶ。さらに、日本文化を国際社会に



向けて発信するために日本文化を英語で表現する方法や、日本語教員になるための知識や方法を学ぶ。 

 これらの科目を内容に応じて体系的に、かつ、基礎から発展までの段階的に配置する。 

 さらに、自立した学習者を育成するために、英語教育センターにおいて、課外での英語学習をサポートする。 

 卒業論文は、これらのカリキュラムを通して学んだ 4 年間の学習の集大成である。本学で身につけた知識・論理的

思考力・分析力を活用し、自らの選んだ研究の成果が実を結ぶようにきめ細やかな個別指導を行う。 

●被服学科（化粧ファッション学科） 
被服学科の教育目的を達成するために以下のカリキュラム編成を行う。 

≪被服学専攻≫ 

1 年次においては、学科基礎科目・専攻基礎科目の履修により、被服学・化粧学の基礎的理解を促す。 

2 年次には、学科基幹科目の履修により被服学専攻領域の知識や技術を習得させ、3 年次の発展科目の履修に

よってより専門性の高い応用的な知識・技能を習得させる。 

 卒業研究においては被服学研究の総合的な力を養成する。 

≪化粧学専攻≫ 

化粧文化コース 

1 年次においては、学科基礎科目・専攻基礎科目・学科基幹科目の一部の履修により、被服学・化粧学の基礎的

理解を促す。 

2・3 年次には学科基幹科目・学科発展科目の履修によって、化粧学専攻領域の学際的かつ専門的知識・技術を

習得させるともに「美」についての感性を涵養する。 

 卒業研究においては化粧学研究の総合的な力を養成する。≪化粧学専攻≫ 

美容コース 

 1 年次においては、学科基礎科目・専攻基礎科目の履修により、被服学・化粧学の基礎的理解を促し、

2・3 年次には学科基幹科目・学科発展科目の履修によって、美容師資格取得に必要な知識・技術お

よび化粧学の知識・技術を習得させる。 

 3・4 年次には美容師国家試験に備えてのトレーニングを行うとともに、卒業研究において美容の総合的

な力を養成する。 

 

●ライフプランニング学科 
ライフプランニング学科の教育目的を達成するために以下のカリキュラム編成を行う。 

本学科では，暮らしの要となる家計の分野といのちを育む食の分野に関する知識を身につけ，さらにそれらの知識を

実践的なスキルに結びつけることを目的とする。ライフデザインの分野では，家計のしくみや家計と密接な関係にある

社会制度の理解を深めること，フードスタディの分野では，食の伝統と文化，食育，食に関するビジネスへの理解を深

めることを目的とする。 

1・2 年次においては，家庭をとりまく地域や社会のしくみ・制度の理解を深めるための授業を配置する。 

3 年次においては，家計と食に関する深い理解と実務に対応できるスキルを習得するための科目を配置し，それぞれ

の分野において専門性の高い見識を養う。 

4 年次においては，卒業論文ゼミを中心に，大学での学びを個々の学生の興味関心にそって深め，大学での学びを



完成させる。 

これらの学びの成果を社会に役立てるために，ライフデザインの分野では，ファイナンシャル・プランニング技能士など

の，フードスタディの分野では，フードコーディネーターなどの資格取得をめざす。 

 

●心理学科 
心理学科の教育目的を達成するために、以下のカリキュラム編成を行う。 

1 年次においては、「人間の客観的・中立的理解」をめざす心理学の学問的基礎とそのための方法論的基礎を学ぶ

科目を開講する。さらに心理学各分野の個別的内容を学ぶ科目を設置し、各領域への関心を高める。 

 また心理学における方法論的基礎としての記述統計や、心理学実験に基づくデータ収集およびそれを分析した論

文（レポート）作成について実習を通して体験的に学ぶ。 

2 年次は、学科基礎科目を中核として、心理学と精神医学などの関連領域について体系的かつ詳細に学ぶための講

義科目を配置する。さらに実習科目としては、心理検査、調査、実験等を体験的に習得する科目を配置する。 

3・4 年次は、心理学の知識・方法論・技能を活用・応用して社会に貢献する実践力の習得を可能とする発展科目を

配置する。これらは、人の心の成り立ちや働き、発達、対人関係、心の悩みと援助に関する最先端の知識の習得をめ

ざす科目、情報分析やコミュニケーション、心理臨床の高度な技能の習得をめざす科目、社会における心理学の活

用をめざす科目等、多数の講義、実習、演習科目からなる。 

 さらに、以上の履修内容を統合した学びとして、心理学の学問的立場からの問題設定、問題解決を行い、それをプ

レゼンテーションする能力を養成するため卒業論文の作成を課す。 

 また精神保健福祉士資格試験の受験資格を取得可能な科目を 1 年次より開講し、卒業と同時に精神保健福祉領

域の国家資格を取得することを可能にしている。 

【健康栄養学部】 
●健康栄養学科 

本学科専門科目の学習に必要な基礎的知識と基本的な学習能力の獲得のため、すべての学生が履修するカリキ

ュラムとして、『化学』『生物』および『アカデミック・スキルズ A・B』を設置する。 

さらに管理栄養士・栄養士に必要な知識、技術を広く学術的知見に基づいて修得するため、本学科基礎専門科

目として生理関連科目、食品関連科目、保健衛生関連科目を、また専門科目として栄養関連科目、栄養教育関連

科目、給食経営管理関連科目を設置する。いずれも 40 名程度の少人数クラスで実施する。 

卒業論文においては修得した知識や技術を統合し、課題を的確に捉え、それに適切に対応できる能力を育成する。

このため卒業論文は 10 名程度の少人数クラスで実施する。 

≪管理栄養士専攻≫ 

医療や福祉等の現場で栄養教育や指導ができる管理栄養士の育成のため、人体の構造や機能および主要疾病に

ついて学ぶ生理関連科目や傷病者や要介護者の栄養管理について学ぶ栄養関連科目に重点をおいて設置する。 

 栄養教諭免許資格取得に必要な科目を設置する。 

≪食物栄養専攻≫ 

食を中心とした正しい健康情報を広く国民に教育指導できる人材を育成するため、食物の成分を理解し健康への影

響を学ぶ食品関連科目や集団・地域における健康・栄養状態に基づいた栄養指導方法を学ぶ栄養教育関連科目



に重点をおいて設置する。 

 栄養教諭、中学校・高等学校家庭科教諭免許およびフードスペシャリスト資格取得に必要な科目を設置する。 

【児童学部】 
●児童学科 

児童学科の教育目的を達成するために以下のカリキュラム編成を行う。 

1 年次においては、児童学を学ぶに当たって必要な基礎的な科目を履修するほか、音楽表現、造形表現など実技

系の科目も配当し、以降の実習にも役立つように工夫を重ねている。 

2 年次からは「子ども芸術表現コース」「子ども心理教育コース」「臨床保育・福祉コース」「教科教育コース」に分かれ、

それぞれの専門性を身につけるために基礎演習、コース科目を配置している。 

3 年次からはさらに専門的な科目を履修し、ゼミナールに分かれて少人数でディスカッションを重ねながら学びを深め

ていく。 

4 年次では 4 年間の集大成としてそれぞれのテーマに合わせて卒業論文の作成・卒業制作を行い、卒論発表会にお

いて成果を発表する。 

 また、幼稚園教諭 1 種、小学校教諭 1 種、保育士の資格・免許の取得に必要な科目の配置を行う。 


